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を用いて 2.2 ～ 2.3 で述べた方法で内容把握図を作成した．こ







被験者 質問 1 質問 2 質問 3
A 3.85 3.9 3.81
C 4.43 4.33 4.48
D 4.16 4.18 3.95
E 4.11 3.53 3.86
合計 4.14 3.99 4.02
ここで被験者 B に関しては，仮説検定 (母平均の差について
の検定)を行った結果，他の被験者の値と比べて有意な差がある
ことがわかったため，表には載せていない．
この結果から，配置，反映，文字数ともに 4 点近い値となっ
ており，バランスのとれた図が作成できたと言える．ここから，
今回提案した内容把握図の作成手法は妥当であると考えられる．
しかし，詳細に結果を見ると低評価となる図もあった．被験者
からは，「各要素の文字数の差によるバランスの崩れ」，「要素数
が少なすぎて内容を反映しきれていない」，「要素の使用する文
字数が多すぎる」などの意見があり，このことから，要素の文字
数が配置や反映に影響を与えていることが分かる．実際，図と
しての流れは分かるが，一目で理解するには要素の文字数が多
すぎると感じられる部分があった．
4 まとめ
新聞記事から抽出した要素とその関係をまとめた要素間関係
リストを用いて，自動で図を作成する内容把握図作成手法を提
案した．結果から妥当な手法であると考えられるが，特に用い
る要素の文字数に関しては改善していく必要が見られる．また，
一目で理解できる図となるよう，図としての良さを考慮に入れ
ていく必要がある．
今後の課題としては，3で述べた問題点を改善していくこと，
また要素間関係リストの自動生成が挙げられる．
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